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２　第２回生物多様性連携講座
　　　　　「COP10準備ワーク①」

　■日　時：平成22年８月３日（火）
　　　　　　13：30～17：00
　■場　所：神戸国際会館402会議室
　■講師・コーディネーター：
　　　東京大学大学院教授　鷲谷　いづみ氏
　　　　日本自然保護協会・生物多様性市民ネット
　　　　ワーク運営委員　道家　哲平氏

※講師等略歴については、P113，P137に掲
載

　■実施内容
　＜基本的情報の提供・共有＞
　　13：35～14：35　講義「生物多様性入門」
　　　　　　　　　　（鷲谷いづみ氏）
　　14：35～15：15　講義「生物多様性と市民活動」
　　　　　　　　　　（道家哲平氏）
　　15：15～15：20　昨年のHyogo対話の経緯、実施
　　　　　　　　　　状況、提言の紹介
　＜ワークショップ＞
　　15：30～15：50　アイスブレイク
　　15：50～16：40　グループワーク
　　　…⇒　それぞれの活動をベースにしながら、市
　　　　　　民宣言（仮）に盛り込みたい内容、キー
　　　　　　ワード、発信したい内容を考える。

…⇒　市民宣言（仮）の大まかな構成を考え
る。　

　　16：40～16：45　全体でのテーマの共有（発表）
　　16：45～16：55　アドバイザーからのコメント・
　　　　　　　　　　アドバイス等
　　16：55　　　　　まとめ、準備ワーク②に向けて
　　　　　　　　　　の宿題等
　　　　　　

■講義内容
　「生物多様性入門」　鷲谷いづみ氏
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　「生物多様性条約と市民」　道家　哲平
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■ワークショップの様子

■グループ発表内容
　・各グループで出された意見をまとめ、発表
・出された意見を、次回（８月24日）までに事務局
で集約し、道家氏が「市民宣言の案としてまとめ
る。⇒　参加者に送付（メール、郵送）
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グループ名：自然が大好き

１．今の子どもたちにも自然体験が必要
　　元々自然が好き　原体験
　　かつて→遊びは自然の中
　　今の子どもたちにも自然体験が必要

自然（生活している環境）は変化している　→外来生
物など
それでも、カエル・オタマジャクシなど身近にみるこ
とはできる
→身近に自然環境を作る
　マンション住まい　身近なところに森を作りたい

今の親御さん　－　「自然」はどこに行けば、何をし
たらよいか分からない
現在の川－汚れていて入れない（入る気になれない）

今の経済システム、産業システム
生活レベル
今までの経済価値観　　価値観の転換

環境体験事業
子どもが親を連れてくる

ヨーロッパ（先進国）の事例は？

２．価値観の共有が必要
自分の価値観でしゃべっている（価値観は世代で違
う）
価値観の共有が必要？

自然体験活動　やる人はやっている　→やってない人

を連れ出す

３．教育委員会と市民団体・企業の連携が必要
姫路高校のタンポポ調査結果の報告
指導教諭　絶滅危惧種保護活動の紹介
身近な自然と馴染みのない自然

学校のカリキュラムに入れる
→教員が自然体験がない
→それをさせるような働きかけをするのがこの場

教育委員会と市民団体・企業が連携できていない　→
必要

市町ごとに守る生き物の指定と保護活動

企業の森づくり
企業の地元の自然へのかかわり、地域とのコラボ

グループ名：自然のメッセンジャー
COP10宣言⇒一般市民に届くものに

【意見】
・地域の自然を守るのは地域住民。子ども達の環境教
育の教材として地域の絶滅植物などを活用する。校花
の設定。
・メルマガで情報開示しては？
・古典文学に出てくる生物等は在来種。文学からの目
線で。
・豊かな自然の再生を！
・日本一の里山。黒川。
・興味のない人が生物多様性に目を向けさせることが
大切。変化を感じるよう興味付けさせることが、ど
う出来るかが必要。

・以前は住吉川にもっと生物がいた。そこに小さな世
界がすべてあるので、川と生きてきたことは大切な
経験。川を再生させたい。

・生き物に触れて楽しいと思う機会が必要。ガイドが
現場にいて説明する仕組みがあるとよいとおもう。

【まとめ】
①次世代の子供へ
　山ガキ・川ガキ・海ガキを育てるおじいちゃん、
おばあちゃんになろう！（現在の父母）
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②身近な自然の案内人
　住んでいる町の生物と仲良くしよう！野に出よ
う！川に出よう！海に出よう！

③希少生物の里親
“コウノトリ”から“おけら”まで！みんなで野山
を歩こう！

　　～ひょうご生き物応援団～

グループ名：里山twitter　グループ

・　次世代への継承
　　　　→　環境学習、少子化対策も重要。
　　　　→　原体験
・　情報発信
　　　　→　みんながわかる里山（生物多様性）
　　　　→　twitter的な発信
　　　　→　里山に人を呼び込む、
　　　　　山の価値を高める。

・　問題意識の共有化、知恵の輪、数珠つなぎ、ネッ
トワーク、アクション…．

・　生物多様性と防災
　　　　→　県西・北部豪雨、スリランカ（津波）

・　兵庫県の多様性のアピール
　　　　→　氷上回廊
　　
グループ名：兵庫県北から南から

イメージ（まとめ）
・　子供たちへの（環境）教育→子供の発達に自然の
体験を組み入れる。

＊町の子よりも田舎の子の方があまり知らない。
・　おいしい日本の自然を守る。
・　言葉だけが独り歩き→生物多様性の一般化
・　貴重種の保存→具体的にわかるように学習を積み
重ねる

・　生き物を大切にする→共生
・　広い世代での参加を促す、実体験として自然保護
に参加してもらう。→直接の体験

・　市民が自然の価値を発見する。→どうやって価値
を守るか。

・　自然は都会にもある→身近な存在

・　地域づくりの中で自然を発見する。
・　農業、農地、林業→地産地消？
・　原風景の保護→日本の！兵庫の！
・　人も生物多様性の中にある。

現状の問題点
・　資金問題解決（ため池改修）に対し、複雑なルー
ルがある。

・　小さな地域での解決するための施策がない。→ワ
ンポイントか？全体か？

・　活動している人材が高齢化している。ネットワー
クの利用？→村社会では困難？？？

・　里山整備→持続可能なシステム（ライフスタイ
ル）がない。

グループ名：ひょうごの元気人（げんきびと）

兵庫から地球上の生きものへ　～　生物多様性宣言
（2010　COP10）　～

１、　動植物の生息環境を、より良く維持保全する継
続した活動の展開

　―、六甲山系・河川・海浜・他
　―、無秩序な開発防止
２、　学び・ふれあいの出来る場の整備・構築
―、里地里山・河川公園・都市公園・学校ビオトー
プ・人工海浜・他

　―、次世代への贈り物
３、　特定外来生物への対応
　―、防除？・撲滅？

[全27]
・種の保全
・子どもがわかる「生物多様性」を考えよう
・植林と鳥の巣箱
・山にこやしを！山から恵みを！
・山からの命の贈り物
・20年後に単一植林を混交林に！
・地域の山を育てよう、地域の山を活かそう
・計画だった山づくり
・継続した活動
・絶滅しない為、何をするか？
・自分の家の近くの小川のタニシを増やしたい
・山を活かすための林道を！
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・外来種を知ろう
・陽の当たる緑豊な自然環境の再生を！
・すべての命
・地域の人が地域の動植物を守る
・体験を通じた学習
・（全ての）命との会話
・自然の楽しみを増やす
・自然に遊ぶ
・暮らしと結びつく生き物の豊かさ
・豊な食卓を世界の人に
・ブラックバスを絶やそう
・実践し行動する
・趣味に結びつける
・つながろう「森」と「町」
・森林からの恵みを！（地産・地消）

グループ名：チーム子午線　～日本の中心から生物多
様性を叫ぶ～

【キーワード】
（日本の中心）
・兵庫県には丹波、明石、共に子午線が通り、日本の
中心になっている

・兵庫県は日本のヘソ＝中心ということで発信できな
いか

・兵庫県は南から北まで多様な環境がある、それを盛
り込めないか

（教育への注力・未来へ）
・環境教育など、未来を見据えたもの
短期的、長期的それぞれの目標を決める→キーワー
ドに

・教育現場に市民の力を注ぎ込む（次世代のつなぎ手
育成）

（つながり・支える人の多様性）
・生物と生物のつながり、人と人のつながり
・生物多様性につながる人とのつながりを大切にする
　人と人のつながりの中から生まれる
・兵庫県はつなぎの役割をしている（生き物について
も人についても）

　氷上回廊などを通じた生物交流
・生態系の多様性を守るために生態系に合った人(グ
ループ)の多様性も必要

（自然への畏敬の念）
・日本人が昔から大切にしてきた自然への畏敬の念

・震災、豊岡・佐用の洪水などの自然の脅威から生物
多様性を見直す。

　　　　　こうしたことから学んだことを生かす

【意　見】
・兵庫の特色を出したい
・県内の水系を利用した特色
・問題の共有化（外来種の問題、シカの問題）
・地域で子供を育てるきっかけづくり
・兵庫の多様な生態系を生かす

そのほかの意見
・兵庫県として何を言いたいのか、アピールしたいの
か、明確にする必要がある

３　第３回生物多様性連携講座「COP10準備
　　ワーク②」

■日　時：平成22年８月24日（火）　13：30～17：00
■場　所：神戸国際会館　大会場
■コーディネーター：東京大学大学院教授
　　　　　　　　　　鷲谷　いづみ氏
　　日本自然保護協会・生物多様性市民ネットワーク
　　運営委員　道家　哲平氏

■ワークショップの実施状況
・道家氏が前回のワークショップで出された内容を
もとに、「生物多様性Hyogo市民宣言」の案を提
示。

・提案された３つの宣言文とそれに対する具体的な
アクションプランについて、６つのグループにわ
かれ、それぞれについて全員が検討できるよう
「カルーセル方式」のワークショップを実施。

・兵庫県らしさ、一般の人が取り組みやすい表現に
するなど、細部にわたって参加者で検討。

※各グループでの検討内容の過程・詳細は、（財）
ひょうご環境創造協会ホームページに掲載。

　http：//www.eco-hyogo.jp/past-events/hyogo/
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■成果
・検討結果を事務局でとりまとめ、「生物多様性
Hyogo市民宣言」（案）を作成した。この案につ
いては、９月９日に実施した「生物多様性国際シ
ンポジウム」で紹介し、シンポジウム参加者から
採択を得る形でお披露目をした。

・市民宣言は、リーフレット・パネルにし、
COP10やその後の生物多様性関連イベントで展
示・PRを行った。また市民宣言の賛同メッセー
ジの募集も行った。

※　生物多様性Hyogo市民宣言は、Ⅴ（p170）に掲
載

４　第４回生物多様性連携講座
※「生物多様性リレーシンポジウムKOBE-
HYOGO」の一環として開催。

■　プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　
――――――――――――――――――――――――
■開　演
　　主催者あいさつ　　神戸市環境局長　河井　正和

９：30
■第１部　特別講演

（09：40～10：30）
　「水族園と生物多様性」
　　　亀崎　直樹（神戸市立須磨海浜水族園　園長）

■第２部　パネルディスカッション
（10：40～12：40）

「生物多様性に向けた市民団体、NPO、企業、教
育機関、行政の取組みについて」

　コーディネーター：橋本　佳延
（兵庫県立人と自然の博物館　自然・環境再生研究
部　研究員）

　パネリスト：
　＜発表＞

「～灘区の都賀川と都賀川を守ろう会について～」
　　　木村　典正（都賀川を守ろう会　事務局長）
　　「ブナを植える会の活動」

桑田　結　（ブナを植える会　会長、東お多福




